
東芝グループの一翼を担う、「東芝デバイス＆ストレージ株式会社」。「ストレージプロダクツ事業部」は、生成AIやデジタル社会を支える。横浜拠点では、働きやすい環境整備のため、水まわりの改修を推進している。

水まわりの特長
改修の経緯
「東芝デバイス＆ストレージ株式会社」は、東芝グループにおいて半導体事業とストレージプロダクツ事業を展開。横浜拠点では、HDD事業における設計・開発をはじめとした中核機能を担っている。企画や営業、生産技術部門などが入っている301号棟は、築43年が経過し老朽化が課題となっていたため、建物全体で働きやすい環境の整備を推進するため、トイレや給湯室を含めた水まわりの一体的な改修を実施した。改修にあたっては、他事業所への視察や、快適な水まわりのあり方を研究し、社員の声にも耳を傾けながら計画。すべての社員が利用するトイレや給湯室は、オフィス共通のインフラであり、きれいに整備することは「会社が社員を大切に思っている」という明確なメッセージとなっている。

トイレの特長
トイレ改修は、最上階の4Fからスタートし、3F、2Fと順次進めていった。清潔感と安全性を大前提にしながら、無機質ではなく、気持ちが明るくなり、仕事への意欲がわくような空間を目指した。男性比率の高いストレージプロダクツ事業部だが、本店から横浜拠点へ企画や営業機能が移転し、近年は女性社員が増加。この現況を踏まえ、女性トイレにはこれまで以上に細やかな配慮が注がれた。洗面カウンターの壁には階ごとに異なるモザイクタイルを採用し、空間に華やかな雰囲気を演出。スタイリングコーナーや小物入れも整備されている。一方、男性トイレの内装は、黒色を基調としたシックな意匠。2ヶ所に分かれていたトイレ空間を今回の改修で1ヶ所に集約。総面積は減少したものの、必要な便器数は確保されている。

建築概要
名称	 東芝デバイス＆ストレージ株式会社
所在地	 神奈川県横浜市磯子区新杉田町8番地
施主	 東芝デバイス＆ストレージ株式会社
設計・施工	 コマニー株式会社 横浜営業所
竣工年月	 （改修）2025年6月
敷地面積	 2,573.30㎡
建築面積	 1,534.49㎡ 
延床面積	 6,142.50㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地上4階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498BMCK
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン) ：TCF5534系
棚付二連紙巻器：YH702／チャームボックス（汚物入れ）：YKB104
自動洗浄小便器：UFS900WR／ハイドロセラ・フロアPU：AB690BR
ツインデッキ（ボウル一体タイプ）：MKWE	 ／壁掛ハイバック洗面器：LSG125AAR
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC430WJ／フィッティングボード：YKA41R
フック：YKH22／インテリア・バー：YHR86WR／背もたれ：EWC283CR
LED照明付鏡（化粧照明タイプ）：EL80016
LED照明付鏡（間接照明タイプ）：EL80014

限られたスペースでもゆったりと立ちすわりができるよう、奥行きがコンパクトなパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式を設置。また、出入りがスムーズにできるよう、折りたたみ型のブース扉を採用している。床の清掃性に優れた壁掛型の自動洗浄小便器を設置。プライバシーに配慮し、小便器の間に仕切り壁を設置。小便器の足元には、尿の飛散によるにおいや汚れを軽減するハイドロセラ・フロアPUを採用している。深いボウルでしっかり手洗いができる壁掛ハイバック洗面器に、冬でも温かいお湯が使えるよう電気温水器を組み合わせて設置。さらに、風の吹き返しや水滴の飛散を抑制する吸引式のクリーンドライを設置している。

洗面コーナーには、LED照明付鏡を採用。壁面には化粧品などを収納できる小物入れも完備。3Fから下の階のスタイリングコーナーでは、隣の視線に配慮し、洗面コーナーの横に仕切り壁を設け、独立性を高めている。

築43年が経過し、老朽化が見られていたトイレ。改修前は、大きなタンク付きの大便器が設置されていた。また、過去の改築により男性トイレが2ヶ所に分かれていたため、今回の改修で1ヶ所に集約した。男女別トイレとバリアフリートイレ、給湯室前には、シンプルなアイアン製の突き出しサインを設置し、廊下からの視認性に配慮。形状だけでなく、男女別トイレには色別のリボンを結び、ひと目でわかるようにしている。4Fに設置した多機能トイレは、車いすでも出入りができるゆったりとした設計。その奥に位置する給湯室も刷新。カフェテーブルを備え、コーヒーブレイクや社員同士のコミュニケーションが取れる場となっている。

大便器ブースは、着替え用のフィッティングボードを完備したブースとL型手すりを設置したブースを用意。大便器のライニングは荷物棚として、棚付二連紙巻器は小物置きスペースとして利用できる。
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4F 女性トイレ
大便器ブース

大便器ブースは、着替え用のフィッティ
ングボードを完備したブースとL型手
すりを設置したブースを用意。大便器
のライニングは荷物棚として、棚付二
連紙巻器は小物置きスペースとして
利用できる。

4F 多機能トイレ 4Fに設置した多機能トイレは、車いす
でも出入りができるゆったりとした設
計。その奥に位置する給湯室も刷新。
カフェテーブルを備え、コーヒーブレイ
クや社員同士のコミュニケーションが
取れる場となっている。

トイレサイン 男女別トイレとバリアフリートイレ、給湯
室前には、シンプルなアイアン製の突き
出しサインを設置し、廊下からの視認
性に配慮。形状だけでなく、男女別トイ
レには色別のリボンを結び、ひと目でわ
かるようにしている。

改修前 築43年が経過し、老朽化が見られて
いたトイレ。改修前は、大きなタンク付き
の大便器が設置されていた。また、過
去の改築により男性トイレが2ヶ所に分
かれていたため、今回の改修で1ヶ所
に集約した。

3F・4F
女性トイレ 洗面コーナー

洗面コーナーには、LED照明付鏡を
採用。壁面には化粧品などを収納でき
る小物入れも完備。3Fから下の階の
スタイリングコーナーでは、隣の視線に
配慮し、洗面コーナーの横に仕切り壁
を設け、独立性を高めている。

4F 男性トイレ 
洗面コーナー

深いボウルでしっかり手洗いができる
壁掛ハイバック洗面器に、冬でも温か
いお湯が使えるよう電気温水器を組
み合わせて設置。さらに、風の吹き返
しや水滴の飛散を抑制する吸引式の
クリーンドライを設置している。

4F 男性トイレ 
小便器コーナー

床の清掃性に優れた壁掛型の自動
洗浄小便器を設置。プライバシーに配
慮し、小便器の間に仕切り壁を設置。
小便器の足元には、尿の飛散による
においや汚れを軽減するハイドロセラ・
フロアPUを採用している。

4F 男性トイレ 
大便器コーナー

限られたスペースでもゆったりと立ち
すわりができるよう、奥行きがコンパクト
なパブリックコンパクト便器・フラッシュ
タンク式を設置。また、出入りがスムー
ズにできるよう、折りたたみ型のブース
扉を採用している。
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301号棟は、築43年が経過し老朽化が課題となっていたため、建物全体で働きや
すい環境の整備を推進するため、トイレや給湯室を含めた水まわりの一体的な改
修を実施した。改修にあたっては、他事業所への視察や、快適な水まわりのあり方
を研究し、社員の声にも耳を傾けながら計画。すべての社員が利用するトイレや
給湯室は、オフィス共通のインフラであり、きれいに整備することは「会社が社員を
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